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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．  地球環境保護への取り組み

２ ． 省資源・省エネルギーの推進。

３ ． グリーン購入・グリーン調達の推進

４ ． 製品・サービスに関する環境配慮

５ ． 環境関連法規の遵守

　環境保護に関する法律・規制・基準及びその他の要求事項を遵守する。

６ ． 継続的改善の実施

　環境保護への取り組みの結果を継続的に見直し、改善に努める。

７ ． 従業員の教育と啓発

８ ． 活動内容の開示

　この環境経営方針をはじめ環境活動に関する資料は、「環境経営レポート」に集約し開示します。 

環境経営方針

　私たちの住む地球は貴いものであり、そこにある自然環境の健全性を維持し次世代へと引き継いでいくことが私たちに課せられ
た重大な責務である。
不二鉱材株式会社は耐火物専門商社としての社会的貢献を果たすとともに、事業活動の中から環境に与える影響を考慮し、その
改善に取り組む。

　事業活動において環境負荷の低減に積極的努力をする。自ら具体的な低減目標を定め、
目標達成に向け全従業員が自主的に行動する。

　資源・エネルギーの消費量を管理し環境負荷の状況を認識するとともに、
効率的利用を推進する。

　環境配慮型の商品や省エネルギー設計の製品の購入を進めていく。

　営業活動における公共交通機関の優先利用、商品配送ルートの効率化により環境へ
の負荷低減に努める。築炉工事において長寿命の耐火材料を用いた省資源型炉の提案を行う。
土壌改良材の販売を推進する。

　全従業員に対してこの環境経営方針を周知徹底させるとともに、環境意識向上のための教育と啓発に努める。

平成17年3月25日制定
令和4年年4月1日改訂

不二鉱材株式会社

水谷 基泰代表取締役社長
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□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

不二鉱材株式会社
代表取締役社長　水谷　基泰

（２） 所在地
本社 大阪府大阪市北区梅田二丁目5番2号
東京支店 東京都中央区京橋三丁目12番7号
名古屋営業所　 愛知県名古屋市中村区名駅南1丁目21番19号
小倉営業所　 福岡県北九州市小倉北区米町1丁目4番21号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
総務部　佐川柊　　TEL:06-6344-2231

（４） 事業内容
耐火物原料鉱石の輸出入及び販売、耐火物製品の販売
並びに各種窯炉の設計・施工

（５） 事業の規模
売上高 億円

従業員　　　　　 名 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 2022年 1 月 1 日 ～ 12 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 不二鉱材株式会社
対象事業所： 本社 

東京支店 

名古屋営業所　 

小倉営業所　 

活動： 耐火物原料鉱石の輸出入及び販売、耐火物製品の販売

並びに各種窯炉の設計・施工

□事業や製品（商品）の紹介

小倉営業所　 合計
8 66名

107.59 1,060.31㎡

本社 東京支店 名古屋営業所　 

637.38 201.92

119

37 16 5
113.42

耐火物原料鉱石の輸出入及び販売
耐火物製品の販売
各種窯炉の設計及び施工管理
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

代表者

環境管理 責任者

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認
・環境管理責任者、ＥＡ２１推進会議の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

全従業員

環境事務局
総務部員

社長 水谷 基泰

佐川　柊

環境管理責任者

・環境管理責任者を任命

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示

環境事務局

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

部門長

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）

2023年4月16日

役割・責任・権限
・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

本社 東京支店 名古屋営業所 小倉営業所本社 東京支店 名古屋営業所 小倉営業所
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□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

kg
kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 東京支店：東京電力エナジーパートナー㈱　2021年度調整後排出係数　0.452
本社：関西電力㈱　2021年度調整後排出係数　0.311
名古屋営業所：中部電力ミライズ　2021年度調整後排出係数　0.388
小倉営業所：九州電力㈱　2021年度調で囲碁排出係数　0.385

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇

□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

11月
2021年 10,356
2022年 8,8048,918 12,93611,528 11,662 11,059 9,267 7,948 9,805 11,624 14,529 11,558

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 〇 目標達成。順調推移。継続すること
・省エネ目標説明 ○
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）
・不要照明の消灯
・昼休みの消灯 〇

〇
○

85,465 84,59387,209 86,339 72,537

kg-CO2 36,279自動車燃料による二酸化炭素
削減

（目標）

電力による二酸化炭素削減 49,912 49,402

98% 97%

原単位 0.015 0.015

kg-CO2 50,930 50,421 44,788

kWh/千円 0.015 0.015 0.011

2021年 99% 88%基準年度比

　　　　　　　　　  　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2023年 2024年

21 0

評
価

2022年

二酸化炭素総排出量 96,092

廃棄物排出量

水使用量
　産業廃棄物排出量 0

2021年

基準値 2022年

（目標）

0

（目標）（実績）（基準年)

21

　一般廃棄物排出量 1,070 1,417 1,336
0

87,209 72,537

項　目 2020年

2021年 99% 76%
kg-CO2

35,916

上記二酸化炭素排出量合計

基準年度比 2021年 99% 94%
1,389 1,374

98% 97%
kg 1,417 1,403 1,336

一般廃棄物の削減

27,749 35,554 35,191
98% 97%基準年度比

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
14,271 12,036 12,063 10,647 8,047 10,365 13,328

8月 9月 10月 12月
9,890 11,43611,873 11,119

0

10,000
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自動車燃料による二酸化炭素削減

11月
2021年 1,382
2022年 850

一般廃棄物の削減

11月
2021年 135
2022年 102

99 99 99 129

取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 目標達成。順調推移。継続すること
・一般廃棄物削減目標説明
・裏面使用
・両面コピーの推進

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 12月

〇

〇
○

967 1,053 1,335836 1,082
1,080 1,403 1,377 1,563 968 1,137 909 1,270 1,348

1月 2月
1,787 1,413

○

8月 9月 10月 12月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 目標達成。順調推移。継続すること
・ガソリン削減目標の設定
・レンタカーの低燃費車利用推進 ○
・公共交通機関の優先利用 ○

〇

達成状況

〇

3月 4月 5月 6月 7月

達成状況

1,000 1,276857 855 962 888

106 100
70 70 144 120 100 110 134 100 142 142 174

177 134 130 72 146

0

2 一般廃棄物（kg）
系列1 系列2

0
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1,500

2,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ガソリン（L) 2021年 2022年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

☑外部からの環境上の苦情・要望等

☑緊急事態対応の試行・訓練

☑代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

☑編集後記
　地球温暖化が非常に意識されるようになり、企業・個人で少しずつ普段の活動を意識して省エネ活動を行っていく必要がある

昨年の課題であった電力消費の改善が見られ、良い傾向であると言える。
また、社内のDX化を進める為、システム導入を行っているが、こちらも紙の削減の面で良い影響が見られる。
2023年もこのまま継続して取り組んでいきたい。

本社：11/16　2名　ビル主導の避難訓練に参加。
東京支店：2/25　16名　メール回覧にて対応
名古屋営業所：11/28　5名　ビル主導の避難訓練に参加。

2023年4月16日

車種規制適合車を使用する
テレビ等は引き取り業者へ引渡す
パソコン・モニターをメーカーへ引渡す
ビル管理会社の規定に基づく管理
環境に配慮した製品をできる限り優先購入する

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

特になし

グリーン調達法

家電リサイクル法
資源有効利用促進法
消防法

大阪府流入車規制

廃棄物処理法 一般廃棄物の分別徹底
使用済み自動車はリース会社へ返却する自動車リサイクル法

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
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